
原子力規制委員会委員長及び委員の要件について

平成２４年７月３日

内閣官房原子力安全規制組織等改革準備室

１．背 景

原子力規制委員会は、国民の信頼を得ながら原子力の規制を実施するこ

とが求められていることから、委員長及び委員は、「人格が高潔であって、

原子力利用における安全の確保に関して専門的知識及び経験並びに高い識

見を有する」こと（原子力規制委員会設置法第７条）に加え、中立公正性

及び透明性の確保を徹底することが必要です。

このため、今後の原子力規制委員会の委員長及び委員の候補者の選定に

当たって、以下の事項を法律上の欠格要件に加えて要件として追加するこ

ととします。

２．委員長及び委員の要件の考え方

（１）中立公正性確保に関する法律上の欠格要件

原子力事業者及びその団体の役員、従業者である者

（２）法律上の欠格要件に加えて欠格要件とする事項

① 就任前直近３年間に、原子力事業者等及びその団体の役員、従業者等

であった者

② 就任前直近３年間に、同一の原子力事業者等から、個人として、一定

額以上の報酬等を受領していた者

（３）任命に際して情報公開を求める事項

① 個人の研究及び所属する研究室等に対する原子力事業者等からの寄附

について、寄附者及び寄附金額（就任前直近３年間）

② 所属する研究室等を卒業した学生が就職した原子力事業者等の名称及

び就職者数（就任前直近３年間）



（参 考）

【委員長・委員の選任プロセス】

〇 両議院の同意を得て、内閣総理大臣が任命。

【任期等】

〇 委員長・委員は全て常勤。

〇 委員長は認証官。委員は４人。

〇 委員長・委員の任期は通常５年。ただし、最初に任命される委員の任期

は、４人のうち２人は２年、２人は３年。



原子力規制委員会委員長及び委員の要件

欠
格

・就任前直近３年間に、原子力事業者等及びその団体の役員、従業者
等であった者
・就任前直近３年間に、同一の原子力事業者等から、個人として、一定
額以上の報酬等を受領していた者

情
報
公
開

・ 個人の研究及び所属する研究室等に対する原子力事業者等からの寄附
について、寄附者及び寄附金額（就任前直近３年間）

・ 所属する研究室等を卒業した学生が就職した原子力事業者等の名称及び
就職者数（就任前直近３年間）



【背景】 法律で規定または附帯決議された内容
（就任した委員長及び委員に対するルール）

法律で規定された内容

・原子力事業者及びその団体の役員、従業者であることの禁止
・金銭上の利益を目的とする業務に従事することの禁止
（総理の許可を受ければ可能）

・在職中における原子力事業者等からの寄附の制限
・研究に係る原子力事業者等からの寄附に関する情報の公開

委員会決議で規定された内容

・ 在任中、原子力事業者等からの寄附を受領することの禁止
・ 個人の研究又はその所属する研究室等に対する原子力事業者等からの寄
附について、寄附者及び寄附金額（就任前直近３年間）を公表

・ 指導していた学生が就職した原子力事業者の名称、事業者ごとの就職者
数等を公表


